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株式会社リコーが目指す環境経営株式会社リコーが目指す環境経営

循環型社会の実現に向けて循環型社会の実現に向けて
製品系リサイクルの取組みについて製品系リサイクルの取組みについて

－－ 国連大学国連大学ゼロエミッションフォーラムゼロエミッションフォーラム －－

2003年 10月2 1日

株式会社リコー
画像 システム事業本部 リサイクル 事業部

事業部長 小島 賢次

2リコーのご紹介（主な製品）リコーのご紹介（主な製品）

ドキュメントマネジメントソフトウェア

グループウェアソリューション

業種業務ソリューション

など

複写機

ＦＡＸプリンター

スキャナー

デジタル印刷機

ＣＤ－Ｒ／ＲＷ

デジタルカメラ サプライ

3環境綱領、環境行動計画環境綱領、環境行動計画

これを事業活動の重要な柱の一つと捉え、
自ら責任を持ち、全社をあげて取り組む。

［基本方針］

私たちは、経営理念に基づき、
環境保全は我々地球市民に課せられた使命と認識し、

リコー環境綱領リコー環境綱領

環境綱領 行動指針にブレークダウン

環境行動計画で展開

4環境保全活動の展開環境保全活動の展開

環境対応環境対応 環境保全環境保全 環境経営環境経営

狙い
(ｺﾝｾﾌ ﾄ゚)

活動内容

圧力への対応
・法規制
・競合
・お客様 ...

地球市民としての使命
・自主責任
・自主計画
・自主活動

法規制、競合、お客
様に追随した消極的
な活動

環境保全と利益創出の
同軸化

１．高い目標を掲げた
積極的な地球環境
負荷低減活動
・省資源リサイクル
・省エネ
･汚染防止

２．社員一人一人の
意識改革

環境保全活動
≒ＱＣＤ達成活動

例 )部品点数削減
工程数削減
歩留り、稼働率向上

ツール

１．ISO14000シリーズ
２．ＬＣＡ
３．環境ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾘｰﾀﾞｰ

養成システム

１．環境会計
２．エコバランス

→意思決定
→企業価値向上
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5循環型社会実現のための概念循環型社会実現のための概念 －コメットサークル－コメットサークルTMTM－－

油化業者
製錬業者

油化業者
製錬業者

原材料化
ｹﾐｶﾙﾘｻｲｸﾙ
治金ﾘｻｲｸﾙ

金属

分解油

ｵｰﾌﾟﾝﾙｰﾌﾟ
ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ

ｸﾛｰｽﾞド
ﾙｰﾌﾟ
ﾏﾃﾘｱﾙ
ﾘｻｲｸﾙ

材料再生
業者

材料再生
業者

リサイクル材
使用者

リサイクル材
使用者

部品の再
使用

部品再生
センター

部品再生
センター

リサイクル
センター

リサイクル
センター

分解・分別

製品再生
センター

製品再生
センター

製品の再
使用

最終
処分業者
最終

処分業者

材料
メーカー
材料

メーカー

部品
メーカー
部品

メーカー

熱エネルギー
回収業者

熱エネルギー
回収業者

1994 RICOH Co., Ltd. ｼｭﾚｯﾀﾞー ﾀ ﾞｽﾄ

埋め立て

ｴﾈﾙｷﾞー ﾘｶﾊﾞﾘｰ
(ｴﾈﾙｷﾞー , CO2)

シュレッダー
業者

シュレッダー
業者

回収
センター
回収

センター

自家
再使用

自家再生機
保守業者

自家再生機
保守業者

原材料供給者原材料供給者

ﾕｰｻ ﾞーﾕｰｻ ﾞー

販売者販売者

製品
メーカー
製品

メーカー

Cc

①全ステージでの環境負荷の把握と削減

②内側ループのリサイクル優先

③重層的リサイクルの推進

④経済効果の高いリサイクルへ

⑤全てのステージとのパートナーシップ

6環境保全活動の基盤と領域環境保全活動の基盤と領域

３
本
柱

３
本
柱
とと

５
つ
の
基
盤

５
つ
の
基
盤

環境経営情報システム環境経営情報システム

環境マネジメントシステム環境マネジメントシステム

グリーンパートナーシップグリーンパートナーシップ

環境技術開発環境技術開発

環境教育・啓発環境教育・啓発

省エネルギー省エネルギー 汚染予防汚染予防

省資源・ﾘｻｲｸﾙ省資源・ﾘｻｲｸﾙ
各領域毎に製品及び各領域毎に製品及び
事業所単位で取り組み事業所単位で取り組み
がなされている。がなされている。

7リサイクル活動の視点リサイクル活動の視点

「リサイクル対応設計」「リサイクル対応設計」「回収」「回収」「リサイクル」「リサイクル」を軸として各種リサイクルループを充実させ、

優位性の高い 情報と流通システムの構築を進めながら、総合的ライフサイクル戦略ライフサイクル戦略 を展開

させる。
情報システムの構築

・設計･生産･販売系とのリンク
・環境負荷情報 システムとのリンク

リサイクル対応設計
従 来の 環境調和型商品 づくりに 加 えて
世代間 マスタープランづくりへ
プラットフォーム/ モジュール設計 の展 開
成長型商品づくりへ

流通システムの最適化
リサイクル 回 収

廃棄回収からﾘｻｲｸﾙ回収へ
回収率の向上

再資源化率 の向上
有害物管理 の徹底

各種拠点配置
動脈系との融合

8

グリーンセンター 構築
・廃棄回収からリサイクル回収への転換

・回収量管理、製品選別管理、マニフェスト管理など

回収物流に関するコントロールタワー化

・リコーロジスティクス物流拠点活用による

動脈系との融合化

・情報ネットワークによる連携強化

回収センタ－（グリーンセンター）構築状況回収センタ－（グリーンセンター）構築状況

◆

◆

◆

◆

◆
◆◆

◆

◆
◆

グリーンセンターの全国ネットワーク化

主要グリーンセンター 11拠点

グリーンセンター 約80拠点

◆
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9リサイクルセンタ－構築状況リサイクルセンタ－構築状況

北関東 ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

南関東 ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

九 州ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

関西南
ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

関西北 ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

リサイクルセンターの全国ネットワーク化
分解･分別型処理により
・再使用部品･ユニットの取外し

・プラスチックマテリアルリサイクル

・有害物事前分別等により安全管理の徹底

・高い再資源化率の達成

・情報ネットワークによる連携強化

◆

◆

◆

◆ ◆◆◆
◆

中 部ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

東 北ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

北海道 ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

上 越･北 陸
ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

10

再生センターの機能別拠点化
・製品別集約型再生 センター

・部品･ユニット機能別集約型再生センター

（仕入れ先様との連携含む）

・回収センターによる地域分散型再生センター

・情報ネットワークによる連携強化

◆
◆◆◆

◆

◆

◆

再生センターの機能別拠点化

再生センタ－構築状況再生センタ－構築状況

リコー光学（光学関連）

東北リコー（中･大型機関
連）

リコー厚木事業所（カートリッジ関
連）

リコー秦野事業所（電装基盤関連）

リコーエレメックス（周辺機関
連）

リコーユニテクノ

（カートリッジ、中･小型機関連）

リコー計器（電装関連）

11

生産工場 販社／販売店

回収センター

リサイクル
センター

再生センター

モニタリングＤＢ
【統合管理DB 】 回収機情報 等

入/出/在庫情報 等
（バーコード管理）

入/出/在庫情報 等

再使用部品
搭載履歴情報

等

・入庫情報（台数,質量）
・処理情報（台数,質量）
・再資源化処理内容
・抜き取り部品情報

等

開示情報

構成マスター
・成分情報（有害物質情報含む）
・重量情報
・再使用部品情報 等

【環境負荷情報ＤＢとのリンク】
●回収機1台毎の状態管理

（モニタリング）
●最終処理報告

（有害物質処理情報含む）
●抜き取り部品在庫情報
●環境経営の管理指標（月報）

・回収量/処理量/リユース率
/再資源化率/最終処理内容

等

AS400系 Webサーバー

インターネット

リサイクル情報システム概要リサイクル情報システム概要 12

回 収センタ －

再生センタ－再 生センタ －

製 品 選 別 部 品・ユニット選別

リサイクルセンタ－

（分解・分別処理）

リサイクルセンタ－

（分解・分別処理）

樹脂材料メ－ カ－
樹 脂 材 料メ－ カ－

破砕処理

微粉砕処理

鉄・アルミ

ミックスメタル

ダスト

モルダ－成 形ﾒｰｶｰ

再生樹脂

その他
(埋立)

熱ｴﾈﾙｷﾞー-

使用済 み製 品

100kg

回 収センタ －

目標“0”kg（再資源化率100%）
廃棄

使用済み製品などの回収品を、材料、熱回収などに再活用することで、従来の
全体破砕型から分解分別型の処理ｼｽﾃﾑに転換し、資源として再活用すること
で最終廃棄物を限りなく“ゼロ化”することを目標とする。

再資源化処理再資源化処理

再資源化処理の基本フロー 素材（原料）の再利用・エネルギー回収

100kg

◆ 再資源化率 １００％
◆ 有害物質の 管理（ダイオキシン、鉛 ｅｔｃ）目標目標
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従 来の 処理 システムは 、再資源化率 60～ 65％ で

プラスチックを中心に 大量のダストを発 生す る。

新しい 処理 システムは 、事前選別によりプラスチッ

クの再利用 を可能にし、さらに細破砕･ 粉砕等 によ

り金属関係の 回収率 を大 幅に改 善した。また有 害

物管理 が徹 底されている。

従来の処理システム
（全体破砕型処理）

使用済 み
製品

粗破砕
・選別

ダスト：30～ 35％
（埋立）

鉄
アルミ
銅

現在の処理システム
（分解分別型処理）

使用済 み製 品

手分解
（事前選別）

粗破砕 ・選別

細破砕 ・選別

微粉砕 ・選別

ダスト（埋立）：1％

有害物含む 部品
再使用部品
プラスチック部品

鉄
アルミ

鉄
アルミ

鉄
アルミ
銅
金・銀・半田

-- 処 理システム の違 いについて処 理システム の違 いについて --
14

使用済み製品の回収品を部品、ユニット等の

機能単位 で既存商品（新品機）に再使用する

内部提供事業

部品の再使用（インナーリサイク
ル）

リユースリユース実施内容実施内容

市 場へ

ＳＰＣ

低再生コスト化によるＲＭ 部品、ＲＭユニットの拡 大低再生コスト化によるＲＭ 部品、ＲＭユニットの拡 大

使用済 み製 品 生産工場

新品部品と同 一
の 扱い で組 立

再生ｾﾝﾀｰ

（分解）→洗 浄
→ 乾燥 →（追
加 工 )→ 検査

新品部品と同
一 の品質保証

回収・
ﾘｻｲｸﾙｾﾝ
ﾀｰ

選 別→ （分
解 ）

ｻｰﾋﾞｽﾊﾟー ﾂ・
ユニット

自家再使用

製品の再使用
部品の再使用

分解・分
別

製品
メーカー

販売者

ﾕｰｻﾞｰ

回収
センター

製品再生
センター

リサイクル
センター

部品再生
センター

15

使用済 み製 品 市 場へ

再生センターに回収

新た な品質基準 で必 要 な部品 のみ
を交換し、再生処理 を実 施す る。

（製品丸ごとの再 生）

使用済み製品等の回収品の機能
そのものを新たな製品として再生
し、再度市場に提供する事業

製品の再生（アウターリサイク製品の再生（アウターリサイク
ル）ル）

－－ リサイクル実施内容リサイクル実施内容 －－

ＲＣ機

・交換部品は摩耗部品
・外装まで再使用している

自家再使用

製品の再使用

部品の再使用

分解・分別

製品
メーカー

販売者

回収
センター

製品再生
センター

リサイクル
センター

部品再生
センターﾕｰｻﾞｰ

16

環境調和型ＭＦＰ

・リコー初のデジタルRC機
（RC：リコンディショニング：再生）

・リユース部品使用率87％以上を実現
・環境負荷を大幅に軽減

→CO2５０％削減※

→エネルギー消費量５０％削減※

※MF6550と比較して デジタルコピー基本性能

・解像度：400dpi/256階調
・連続コピー：65枚/分
・メモリーコピー機能

→1スキャン多部数コピー
→回転コピー機能
→電子ソート機能

・100枚積載の自動原稿送り装置
標準装備

プリンター機能（オプション）

・タイプJ/EXに対応
・2,400dpi相当×600dpi画質
・連続プリント65枚/分
・プリンタドライバーからパンチ、

ステープル等後処理が可能

フィニッシャー標準装備

・3,000枚の大量積載
・4ポジションステープル可能
・パンチ穴機能
・電子ソート時のスライドソート機能

RC機共通「新ロゴマーク」

・環境配慮イメージ
・再生イメージ

ｉｍａｇｉｏＭＦ６５５０ＲＣ商品概要

再生機：再生機：imagioMF6550RCimagioMF6550RC商品概要商品概要
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imagio MF6550RC はお客 様に大 切に使 用された「imagio MF6550」「imagio MF6550DX/EX 」および
「フィニッシャーSR30」をReuse：リユース（再使用）することで製 造されています。
imagio MF6550RC の製造過程は「回収」「リサイクル」か らスタートします。

「判定」を待つマシン

「再生」するマシン
⇒再生センター

「東北リコー」へ
お客様で使用されたマシンは
「回収センター」へ集めます。

「リサイクル」するマシン
はリサイクルセンターで
部品レベルへ分解。

回収センターで「判定」を行い
「リサイクル」「再生」に分類します。

部品のリサイクル

回収センター

再生機：再生機：imagioMF6550RCimagioMF6550RCの回収工程の回収工程
18

回収機評価（20台以上）

RC機（再生機）の開発プロセス：再生機のｽﾃｯﾌﾟは、新品機と同じｽﾃｯﾌﾟを踏み、「検査」と「選別」を基本とする

評
価
ス
テ
ッ
プ
１

再生機評価

評
価
ス
テ
ッ
プ
３

評
価
ス
テ
ッ
プ
２

量試機評価

ＱＡ評価

評
価
ス
テ
ッ
プ
４

市場ﾌｫﾛｰ発
売
会
議

再使用品の見極めの為、

・回収品のばらつきの予想

・回収品の劣化判断を行う

再生の妥当性の見極めの為、

・再生方法の判断を行う

・劣化判断の評価を行う

再生工程の確認

再生工程の確認

ＥＭＩ、騒音、振
動・落下、安全
性評価

再生工程、再使用部
品の確認

調査・試験

再使用可否の見極めの為、

・規格変更調査や設変情報の
調査を行う

RC機（再生機）量産プロセス：再生機は市場からの回収品を用いて、診断・分解・洗浄・再生・検査などの再生
処理をしている

市場 回収 診断 分解 洗浄 再生 検査 梱包 市場

再生ｾﾝﾀｰ

回収品
の再使
用可否
確認

回収基
準によ
り選別

再生機：再生機：imagioMF6550RCimagioMF6550RCの開発の開発･･量産プロセス量産プロセス

19

使用済み
回収製品

当該製品
（開発中の製品）

計画された
後継の製品

再資源化処理第一領域

第二領域 第三領域

◆第1領域 ：リサイクル設計方針により展開
1993年5月に第一レベル制定、現在第五レベル運用中

◆第2領域 ：環境目標に基づき製品設計の中で展開
1999年3月に環境方針（目標）の第一弾を制定、1999年度より運用中

◆第3領域 ：中期計画として2002年度よりP&M計画を策定し展開
中長期の各プラットフォーム別モジュール化を2001年度に策定し運用中

リサイクルリサイクル･･リユース対応設計の領域リユース対応設計の領域 20

製品全体への実施結果を製品アセスメントチェック
リストに落とし込んで評価している。

－ リサイクル対応設計－ リサイクル対応設計 について －について －

設計者 が アセスメント
チェックリストに基づ き
アセスメントを実施

設
計
標
準
を

Ｄ
Ｂ
化

ＤＢ
不遵守項目 を
ＰＭが チェック

商品事業部
の 事業部長
へ 報告

リサイクル
技術分化会
で判 断

環 境 ＣＴＯが
承 認

全社製品
アセスメント
システム

リサイクル対応設計アセスメントの流れ
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21

工程内容工程内容

従来機

リサイクル設計機

取り外し
デカル
剥がし

インサート
除去

操作部
分解

手選別 合計

1407
1150

827

150
320

0

293
150

640

400

3487

1850

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

工工

数数

比比

カバー等
取り外し

デカル
剥がし

インサート
除去

操作部
分解

手選別 合計

従来機の53％

（分解･分別の工数比較）

リサイクル対応設計の効果リサイクル対応設計の効果（Ｓｅ
ｃ）

－ リサイクル対応設計－ リサイクル対応設計 について －について － 22

Ａ機発売後 、「立 上が り時間の 短縮 」の
市場要望があり、Ｂ機 で定 着Mdの「入
替 え」により性 能 アップをした。

Ａ機Ａ機 (( ローラ定 着ローラ定 着)) Ｂ機Ｂ機 ((ベルト定着ベルト定着))

＜ 制約条件 ＞＜ 制約条件 ＞

以 下の以 下の IFIFをＡ機をＡ機と共通化と共通化

・定着入口高さ

・排紙高さ

・駆動位置

・定 着ユニットスペース

★★ 立上 が り時 間の短 縮立上 が り時 間の短 縮

７分７分→→ ４分４分

((定 着ベルト化、ローラ軽量化定 着ベルト化、ローラ軽量化))

「Md入替型商品開発」とは、同一のIFの中で仕様の異なるMdを予め、
企画／開発し、Mdの入替によりお客様要望に対応する ことです。

世代間モジュールの事例世代間モジュールの事例 ＜定着Ｍｄの事例＞＜定着Ｍｄの事例＞

－ モジュール設 計－ モジュール設 計（（ P&MP&M型開発設計プロセス改革）型開発設計プロセス改革）--

23

一世代目の製品 三世代目の製品二世代目の製品

約 2年間の生産･販売 約 2年間の生産･販売 約 2年間の生産･販売

製品構造をモジュールに定義付け製品構造をモジュールに定義付け
ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ仕様を明確にするｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ仕様を明確にする

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ仕様を維持し、ﾕｰｻﾞーｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ仕様を維持し、ﾕｰｻﾞー
ﾆｰｽ゙による機能ｱｯﾌﾟを行い一部のﾆｰｽ゙による機能ｱｯﾌﾟを行い一部の
ﾓｼ゙ ｭー ﾙを機能ｱｯﾌﾟするﾓｼ゙ ｭー ﾙを機能ｱｯﾌﾟする

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ仕様を維持し、ﾕｰｻﾞーｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ仕様を維持し、ﾕｰｻﾞー
ﾆｰｽ゙による機能ｱｯﾌﾟを行い一部のﾆｰｽ゙による機能ｱｯﾌﾟを行い一部の
ﾓｼ゙ ｭー ﾙを機能ｱｯﾌﾟするﾓｼ゙ ｭー ﾙを機能ｱｯﾌﾟする

一世代目の使用済み製品

機能ｱｯﾌﾓ゚ｼ゙ ｭー ﾙ交換による
成長型再生機の商品化

約 3～7年で回収

機能ｱｯﾌし゚なかった
ﾓｼ゙ ｭー ﾙのﾘﾕｰｽ

市場MIF機への機能ｱｯﾌﾟﾓｼ゙ ｭー ﾙ交換によるｱｯﾌﾟｸﾞﾚー ﾄﾞｻｰﾋﾞｽ

モジュール化モジュール化によるによるライフサイクルビジネスライフサイクルビジネス

－ モジュール設 計－ モジュール設 計（（ P&MP&M型開発設計プロセス改革）型開発設計プロセス改革）-- 24

ご静聴 ありがとうございました


